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E206 太陽地球系科学の将来に向けてープロジェクト間の連携



連携における開発要素

• 近年、モデル結合の試み等が活発化しつつあり、
 

モデルやシミュレーションを繋げるための
 

結合方法の標準化が急務

– 会合で結合方法を議論

– プログラム自動結合ツールの
 開発など

モデル
シミュレーション
観測



現状
• モデル結合の試みが国内外で進行中

– 

藤原&三好 E114-001,E115-007, 草野et al.E113-019, 寺田 et al., ...

– 手探りで結合方法を模索

• 新規開発技術との繋がり

– 素晴らしい計算スキームを開発しても、（グループ内であっ
 ても）他の人が直接利用できる形になっていない
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• プログラム自動結合ツール
– cgi + ruby を利用



まとめ

• モデル結合の基盤部の開発、特にインター
 フェース規格の標準化が急務

• プログラム自動結合システム

– 結合を担う部分はユーザーに隠蔽（カプセル化）

– プログラムのライブラリ登録化を促進

• 国内(外)のモデル-シミュレーション-観測の
 

連携の効率化・活性化を目指す
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